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中部電力パワーグリッド(株) 

旭名東電力センター 送電課 

名古屋市天白区しまだ小学校に隣接する鉄塔について 

（１５４ｋＶ東名古屋瑞穂線№２５鉄塔） 

◆送電鉄塔の設計強度について 

電気事業法に基づき電気工作物（送電用鉄塔を含む）が適合しなければならない技術基準と

して、「電気設備に関する技術基準を定める省令」が定められています。 

省令第３２条に「１０分間平均で風速４０ｍ／秒の風圧荷重及び当該設置場所において通常 

想定される気象の変化、振動、衝撃その他の外部環境の影響を考慮し、倒壊のおそれがないよ

う、安全なものでなければならない。（一部抜粋）」と規定されています。 

更に、この省令の技術的要件を満たすと認められる技術的内容を具体的に示した「電気設備

の技術基準の解釈」において、構成材、強度検討に用いる荷重（風圧）、支持物（鉄塔）およ

び基礎の強度他が細かく規定されているため、これに則り設計を行っております。 

地震動に対しては「地震に強い電気設備のために（資源エネルギー庁編）」に、鉄塔の耐震

性能を「風荷重は一般的な地震動による荷重を上回るものとして評価｣、｢現行の風荷重基準は

耐震基準としても妥当であると評価」と記されており、風荷重にて設計した鉄塔は、一定の耐

震性を有しております。また、東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）、兵庫県南部地震（阪

神淡路大震災）、新潟県中越地震においても地震動による直接的な鉄塔被害はありません。 

このような過去の事実から見ても、「電気設備に関する技術基準を定める省令」に則り、風

荷重にて設計した鉄塔は地震動に対して十分な安全性を有していると考えています。  

◆２０１９年９月における鉄塔倒壊への対応について 

当該事象を受け、経済産業省「令和元年度台風１５号における鉄塔及び電柱の損壊事故調査

検討ワーキンググループ」が設置され、気象データ等を基にした原因究明、「電気設備に関す

る技術基準を定める省令」について、下記３点が改正となりました。加えて電気事業連合会

（電力会社各社の連合会）を通じた全国規模で対象設備の総点検がなされ，補強が必要な鉄塔

を洗い出し，既に対策に向けて着手しております。 

①特殊地形を考慮すること。（2020.5.13 改正） 

強い局地風の吹く地域または半島部等地形条件から台風等による強風が著しく収束する特 

殊な地形に鉄塔を施設する場合は、局所的に強められた風による風圧荷重を考慮する。 

→当該鉄塔は該当しません。 

②地域別基本風速を考慮すること。（2020.8.12 改正） 

日本各地の気象観測データや台風シミュレーションによる基本風速を考慮する。 

→当該鉄塔は上記を考慮しても設計の変更はありません。 

③風圧荷重の基準となる風速４０ｍ／秒について、算出方法が明確でなかったため、 

「１０分間平均」で算出された値であることを明確化。（2020.5.13 改正） 

→当該鉄塔は「１０分間平均」で算出された風速４０ｍ／秒の風圧荷重に耐える 

ことができる設計となっております。 



◆当該鉄塔の保守、点検について 

   送電設備の機能維持を図るため、事業用電気工作物を設置する者は、電気事業法第４２条に 

基づき「保安規程」を策定するとともに、経済産業大臣に届け出ることとされています。 

弊社でも当該規程を策定、届け出し、「保安規程」に定められた巡視・点検を基本とした設備

保守を実施しております。 

具体的な実施の頻度等として、巡視は１回／年ヘリコプターで実施すること、点検について 

は、１回／５年の地上外観点検および１回／１５年の鉄塔へ昇っての細密な点検を実施してお 

ります。 

【参考】保安規程に基づく直近の巡視点検結果および次回計画 

①ヘリコプターによる巡視（１回／年） 

前回実施（２０２０年６月１０日） → 巡視結果：異常なし。 

次回計画（２０２１年６月９日）に実施予定 

②鉄塔へ昇る細密な点検（１回／１５年） 

前回実施（２０１３年１２月）   → 点検結果：異常なし。 

次回計画（２０２８年度）までに実施予定 

③地上外観点検（１回／５年） 

前回実施（２０２０年 ４月）    → 点検結果：異常なし。

次回計画（２０２５年度）までに実施予定 

◆当該鉄塔の設備更新等について 

鉄塔の経年劣化に対しては全体を防錆塗装による設備維持を基本とし、電線・がいしは経年

数や鉄塔設置場所の周囲環境等を勘案して計画的に設備更新する事で健全性を維持しておりま

す。 

当該鉄塔は、１９６５年に建設され、至近では２０１０年に防錆塗装を実施しております。 

今後も発錆状況を管理確認しながら適切な時期に再塗装を計画していきます。また、電線と 

がいしは、２０２１年３月に設備更新を実施しております。 

以 上 


